
一 　
　

佐
賀
県
農
業
の
概
況

　・
　

佐
賀
県
は
全
国
で
下
か
ら
六
番
目
の
小
さ
な
県

で
あ
り
（
ほ
ぼ
神
奈
川
県
の
面
積
に
等
し
い
）、
人

口
も
八
九
万
人
足
ら
ず
で
九
州
で
最
も
少
な
い
。

し
た
が
っ
て
耕
地
面
積
も
小
さ
く
、
佐
賀
県
の
耕

地
面
積
は
、
熊
本
県
の
半
分
、
福
岡
県
の
六
割
程

度
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
農
業
は
ユ
ニ
ー
ク
な

展
開
を
し
て
お
り
、
か
つ
て
そ
の
稲
作
の
高
い
生

産
性
を
も
っ
て
「
佐
賀
段
階
」
と
称
さ
れ
た
。

　

佐
賀
県
は
大
き
く
、
①
「
佐
賀
平
坦
部
」
と
呼

ば
れ
る
有
明
海
側
、
②
唐
津
、
伊
万
里
な
ど
の
日

本
海
側
、
②
そ
の
中
間
及
び
長
崎
県
側
の
山
間
部
、

の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
の
形
態
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

　

有
明
海
側
は
「
ク
リ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
独
特

の
水
利
体
系
を
形
成
し
て
お
り
、
水
田
稲
作
が
中

心
で
、
麦
、
大
豆
や
タ
マ
ネ
ギ
、
い
ち
ご
の
生
産

が
盛
ん
で
あ
る
。�一
方
、日
本
海
側
や
山
間
部
に
は

み
か
ん
園
が
多
く
あ
り
、
ま
た
肉
牛
の
生
産
が
盛

ん
で
「
佐
賀
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い
る
。

　

九
七
年
の
農
業
粗
生
産
額
は
一
、
四
九
四
億
円

で
あ
り
、
近
年
、
米
価
低
迷
、
み
か
ん
生
産
の
縮

小
に
よ
り
農
業
生
産
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
農

業
生
産
額
の
作
目
別
の
割
合
は
、
米
三
一
％
、
畜

産
二
三
％
、
野
菜
二
一
％
、
果
樹
一
三
％
で
あ
る
。

　

佐
賀
県
の
農
産
物
の
う
ち
全
国
で
上
位
に
あ
る

も
の
は
、
も
ち
米
（
一
位
）、
麦
類
（
二
位
）、
大

豆
（
三
位
）、
タ
マ
ネ
ギ
（
三
位
）、
み
か
ん
（
六

位
）、
い
ち
ご
（
六
位
）
で
あ
り
、
佐
賀
県
は
、
耕

地
面
積
が
狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
充
実
し
た
農

業
を
展
開
し
て
い
る
。
な
お
、
オ
レ
ン
ジ
輸
入
自

由
化
、
果
実
消
費
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
み
か
ん

の
栽
培
面
積
（
九
八
年
で
四
、
九
一
〇　

）
は
、

��

ピ
ー
ク
時
（
七
五
年
）
に
比
べ
て
約
三
分
の
一
に

減
少
し
て
い
る
。

二 　
　
全
国
一
の
耕
地
利
用
率

　・
　

佐
賀
県
の
農
業
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
耕

地
利
用
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
は
全
国

各
地
で
裏
作
を
多
く
行
な
っ
て
お
り
、
一
九
五
五

年
当
時
の
日
本
の
平
均
耕
地
利
用
率
（
作
付
面
積

÷
耕
地
面
積
）
は
一
三
七
％
で
あ
っ
た
が
、
小
麦
・

大
豆
生
産
が
減
少
し
、
ま
た
米
の
生
産
調
整
、
養

蚕
の
衰
退
、
み
か
ん
園
の
廃
園
等
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
、
不
作
付
地
が
増
大
し
た
た
め
、
日
本
の
耕

地
利
用
率
は
低
下
を
続
け
、
九
四
年
に
は
一
〇
〇

％
を
割
り
込
み
、
九
八
年
で
は
九
四
％
ま
で
低
下

す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
佐
賀
県
の
耕
地
利
用
率
は
、

か
つ
て
よ
り
は
低
下
し
た
と
は
い
え
現
在
で
も
一

二
六
％
あ
り
、
全
国
一
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
二

位
は
宮
崎
県
（
一
一
七
％
）、
三
位
は
福
岡
県
（
一

〇
七
％
）
で
い
ず
れ
も
九
州
で
あ
る
が
、
佐
賀
県

は
二
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

　

こ
の
耕
地
利
用
率
は
中
山
間
地
域
も
含
め
た
も

の
で
あ
り
、
佐
賀
平
坦
部
で
は
耕
地
利
用
率
が
一

七
〇
〜
一
八
〇
％
に
も
達
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
ほ
ん
と
ん
ど
の
水
田
で
裏
作
を
行
な
っ

て
お
り
、
転
作
作
物
も
多
く
作
付
さ
れ
て
い
る
。

三 　
　
麦
・
大
豆
生
産
の
現
状

　・
　

そ
の
な
か
で
特
に
重
要
な
の
が
麦
類
と
大
豆
の

生
産
で
あ
る
。
佐
賀
県
の
耕
地
面
積
五
九
、
三
〇

〇　

の
う
ち
四
五
、
五
〇
〇　

（
七
六
％
）
は
水

��

��

田
で
あ
る
が
、
そ
の
水
田
の
七
割
の
三
一
、
五
〇

〇　

で
稲
を
栽
培
し
、
麦
類
を
一
七
、
四
〇
〇　

��

��

（
う
ち
大
麦
一
一
、
四
〇
〇 　

、
小
麦
五
、
八
〇
〇

��

　

）、
大
豆
を
五
、
九
〇
〇 　

、
タ
マ
ネ
ギ
を
二
、

��

��

四
九
〇　

作
付
け
し
て
い
る
（
九
八
年
）。

��
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現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

　
　
　

佐
賀
県
に
お
け
る
水
田
農
業
の
展
開

―
麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦
･･････････
大大大大大大大大大大
豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆
生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産
にににににににににに
よよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりり
高高高高高高高高高高
いいいいいいいいいい
耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕
地地地地地地地地地地
利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用
率率率率率率率率率率
をををををををををを
実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現

麦
･
大
豆
生
産
に
よ
り
高
い
耕
地
利
用
率
を
実
現
―
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こ
と
に
よ
り
肥
料
代
を
節
約
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
、
作
付
作
物
の
多
様
化
は
農
業
経
営
の
安
定
化

に
と
っ
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
麦
、
大
豆
栽
培
は
、
稲
作
の

よ
う
に
収
量
が
安
定
し
て
お
ら
ず
作
柄
の
変
動
が

激
し
い
。
こ
れ
は
、
品
種
と
技
術
の
問
題
で
も
あ

り
、
今
後
克
服
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
麦
・
大
豆
の
生
産

増
大
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
生
産
さ

れ
た
も
の
は
食
品
産
業
に
使
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
輸
入
品
に
優
る

品
質
と
安
定
供
給
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
内

外
価
格
差
の
大
き
い
現
状
で
は
、
政
策
的
な
価
格

安
定
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四 　
　
諸
富
町
の
農
業

　・
　

次
に
、
佐
賀
平
坦
部
の
農
業
を
諸
富
町
の
例
で

み
て
み
よ
う
。
諸
富
町
は
佐
賀
市
の
南
東
に
隣
接

し
、
面
積
一
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
一
万

二
千
人
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
農
地
面
積
は
五
五

六　

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
田
で
あ
る
。
農
家

��
戸
数
は
四
五
〇
戸
で
、
一
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積

は
一
・
二　

で
あ
る
。
同
町
の
南
東
に
は
筑
後
川

��

の
最
下
流
部
が
あ
り
、
か
つ
て
は
潮
の
干
満
を
利

用
し
て
農
業
用
水
を
確
保
し
て
い
た
が
（
淡
取
水

と
い
う
）、現
在
で
は
筑
後
川
上
流
か
ら
水
を
引
く

よ
う
に
な
り
、
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
ク
リ
ー
ク

も
整
備
さ
れ
た
。

　

諸
富
町
の
作
付
面
積
は
、
稲
五
〇
九　

、
麦
四

��

七
一　

、
大
豆
等
一
三
一　

で
あ
り
、
耕
地
利
用

��

��

率
は
二
〇
〇
％
を
超
し
、
耕
作
放
棄
地
は
な
い
。

こ
う
し
た
高
い
耕
地
利
用
率
は
、
土
地
改
良
事
業

に
よ
り
排
水
路
が
完
備
し
、
弾
丸
（
ダ
ン
ガ
ン
）

と
呼
ば
れ
る
排
水
技
術
（
排
水
の
た
め
に
水
田
の

土
壌
中
に
一
列
の
穴
を
掘
る
）
に
よ
っ
て
可
能
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

諸
富
町
は
佐
賀
市
に
近
く
、
筑
後
川
の
対
岸
に

は
家
具
工
業
で
有
名
な
大
川
市
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

兼
業
機
会
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
新
規
学
卒
就
農
者

は
五
年
に
一
名
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

同
町
に
は
一
九
の
農
業
集
落
す
べ
て
に
機
械
利
用

組
合
等
の
営
農
集
団
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
も
、
一
部
に
経
営
規
模
拡
大
志
向
の
農

家
も
存
在
す
る
た
め
、
担
い
手
問
題
の
心
配
は
な

い
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
は
急
速
に

進
行
し
て
お
り
、
ど
の
農
家
に
も
誰
か
は
跡
継
ぎ

と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
農
家
の
次
世
代
が

農
業
を
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
出
て
く
る
可
能
性

が
高
く
、
そ
の
受
け
皿
作
り
、
農
地
の
利
用
調
整

が
今
後
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。一
方
、一

部
の
規
模
拡
大
志
向
の
農
家
は
、
こ
う
し
た
事
態

を
経
営
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
、
佐
賀
県
の
農
業
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、

佐
賀
県
農
業
は
高
い
耕
地
利
用
率
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
他
県
に
比
べ
健
全
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
行
政
や
農
協
組
織
が
農
業
振
興
に

努
力
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

佐
賀
県
農
業
に
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
よ

う
に
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
徹
朗
）

　

麦
は
稲
の
裏
作
で
あ
り
、
佐
賀
県
の
麦
類
の
作

付
面
積
は
北
海
道
（
九
五
、
七
〇
〇　

）
に
次
い

��

で
全
国
第
二
位
で
あ
り
、
大
麦
（
ビ
ー
ル
、
焼
酎

用
）
の
作
付
面
積
は
全
国
第
一
位
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
第
三
位
は
福
岡
県
、
四
位
栃
木
県
、
五
位

群
馬
県
で
あ
り
、
こ
の
五
道
県
で
全
国
の
麦
生
産

の
七
割
を
占
め
て
い
る
。

　

一
方
、
大
豆
は
転
作
作
物
で
あ
り
、
佐
賀
県
の

大
豆
作
付
面
積
（
五
、
九
〇
〇 　

）
は
、
北
海
道

��

（
一
六
、
三
〇
〇 　

）、
宮
城
県
（
五
、
九
六
〇 　

）

��

��

に
次
い
で
全
国
第
三
位
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宮
城

県
の
耕
地
面
積
は
佐
賀
県
の
二
・
四
倍
あ
り
、
こ

れ
を
考
慮
す
る
と
佐
賀
県
の
大
豆
生
産
が
い
か
に

盛
ん
で
あ
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
大

豆
は
主
に
豆
腐
用
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
裏
作
、
転
作
作
物
は
、
農
業
経
営
に

と
っ
て
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
、
農

業
機
械
の
効
率
的
利
用
で
あ
る
。
農
業
機
械
投
資

は
稲
単
作
で
あ
る
と
過
剰
投
資
に
な
り
が
ち
で
あ

る
が
、
麦
作
を
行
う
こ
と
に
よ
り
機
械
の
稼
働
率

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
作
物
の

作
付
は
労
働
力
の
通
年
稼
動
と
い
う
点
で
有
効
で

あ
り
、佐
賀
県
の
場
合
は
、う
る
ち
米
、も
ち
米
、麦
、

大
豆
、
タ
マ
ネ
ギ
の
作
業
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
農
作
業
の
平
準
化
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
複
数
の
作
物
を
経
営
の
中
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
収
量
や
価
格
の
変
動
リ
ス
ク

を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
大
豆

は
根
粒
菌
に
よ
り
窒
素
固
定
を
行
う
た
め
土
壌
が

肥
沃
に
な
り
、
大
豆
栽
培
を
う
ま
く
組
み
入
れ
る


